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Wistar系雄ラ y トに N-methyl benzylamine と NaN02 の混合飼料を経口投与し発癌させた後，
I 群 : PEP非投り・群， II 群: PEP小量投与群( 1 凶投与量0 .4， 1.0, 3.0 , 5.伽19 ;1g 群に細分し，
それぞれ週 3 LI-l]，合計10同筋注入目群: PEP大量投与群( 1 回投与量20. 伽19/kg を毎日投与し， 5 
~ll回筋注)に分けて PEP を投与した後に屠殺，新鮮食道切除標本を採取し，発生した腫療のすべ
てを切離した上，それぞれ 2 等分し，半分を光顕用に HE染色，他の半分を電顕用として超薄切片を
作製し，目立 H-300型電顕で観察・検討した。
2. 成績




小量投与群は， O.缶19/kg X10回投与材料を初めとして 5.伽19/kg X10回投与材料においても，光顕
レベルでは形態学的変化を全く認めることができず，電顕的には核小体の atypical segregation や








らの核小体の一部は nucleo lar segrega tion や nucleolar atrophy をわこしていた。核小体は縮小し，
核小体対核の面積比は非投与群の平均 14.9% に対し 10.8% であり，明らかな有意差を認めた (P<
0.01)。また，核小体の核膜ヘ付着する偏在率は非投与群の平均が59.8%に対して27.3%であり，こ
れも両群聞に有意差を認めた (P< 0.01) 。核質の euchroma tin は全般的に減少傾向を示し，分布も





2~3 倍の多核巨細胞を多数認めたが，それらの細胞も nucleolar segregationやリボゾームの減少
など他の癌細胞と同じ変化を呈しているものがあった。
〔総括〕













segrega tion) や nucleolaratrophy を主として，核質の euchroma tinの減少及び:hetrochroma tin の
凝集，細胞質リボゾームの減少，粗面小胞体やミトコンドリアの変性・空胞化，核小体の縮小，核小
体偏在率の減少など多彩な超微細構造の変化を明らかにした o Bleomycin ならびに Peplomycin の効
果を判定するための基礎的研究であって価値あるものと認める。
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